
「人生の先輩」への掲載を募集しています。

▲詳細

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎） 
☎ 029-897-1111

健康の秘訣をお聞きしました人生の
先輩

対象▶市内在住の65歳以上の方
応募▶情報広報課までお電話にてご連絡ください。
　　　右記の二次元コードからのご応募も可能です。
　　　掲載人数を超えた場合は抽選となり、もれた場合は翌月以降に再抽選します。

WEBで投稿
できます

文
芸
ひ
ろ
ば

投
稿
作
品

　投稿作品（ 俳句 ・ 短歌 ・ 川柳）を募集します。 ５月 7 日木までに情報広報課（ 〒 300-0192 大和田 562）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【 電話番号】【 漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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5 月 図書館カレンダー

　加茂の南
な ん え ん じ

圓寺は、室町時代の応
おうえい

永元年（1394）に、
祐尊という真言宗の僧侶により開山されたと伝わり
ます。祐尊は、真言宗の中でも三宝院流に属し、筑
波山周辺の寺院の中興開山に多く関わり上志筑の百
体摩崖仏を彫ったともいわれる乗

じょうかい
海と同じ法脈の僧

侶です。南圓寺境内東側の一角には、祐尊の墓とさ
れる大きな石塔が建立されています。南圓寺は昔、
加茂香取神社と相対し、旧本堂は西向きに建てられ
ていました。石塔の所在地は、旧本堂の背面にあた
る場所です。小

お だ
田孝

たかとも
朝による「常陸四ヶ寺（つくば

市神郡の普門寺、土浦市今泉の大聖寺、土浦市岩田
の法泉寺、加茂の南円寺）」の設定に関わったとされ、
南圓寺の開山、大聖寺・法泉寺の中興開山伝承が残っ
ています。
　市内で、祐尊が関わったとされる寺院はほかにも
あります。樹齢 700 年の「出島の椎」を擁する下
軽部の長福寺は、祐尊もしくは一番弟子の良俊によ

り造営されたという伝説があります。かつては十万
石の格式をもったといわれ、旧本堂は総欅造り、間
口は 18 間・奥行きは 10 間という巨大さであった
そうです。その荘厳さから近隣に知られ「軽部に過
ぎた長福寺」と言われていたといいます。
　また、深谷地区の法蔵寺も祐尊の法孫にあたる
朝
ちょうけん

賢によって応永 13 年（1406）に南圓寺から分
派開山されています。法蔵寺の歴代住職を見てみる
と、現在までに南圓寺から 13 名の住職の移動が見
られ、両寺院の深い関係性を伺うことができます。
法蔵寺は、県の指定文化財となっている木造十一面
観音菩薩坐像や密教法具の宝珠杵などで知られてい
ます（いずれも鎌倉時代の所産）。
　市外にも目を向けると、祐尊やその弟子らによる
開山伝承を持つ寺院は、土浦市小岩田の如宝寺、土
浦市手野町の正東院など数多くあ
り、祐尊の活動が教線の拡大に大
きく寄与したことは想像に難くあ
りません。私は、その精力的な活
動に、高僧 祐尊の野心家として
の一面を覗いたような気がするの
です。
問 歴史博物館　☎ 029-896-0017

南圓寺境内の石塔

祐
ゆうそん

尊和
わじょう

尚

市民学芸員：松
ま つ ば

葉　薫
かおる
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広報かすみがうら　令和 8 年 4 月 20 日 広報かすみがうら　令和 8 年 4 月 20 日

図書館本館臨時窓口　５月１日からスタート

❖ ご注意ください ❖
4 月 20 日月 ～ 4 月 30 日木は移転作業のため本館窓口を休止します

千代田分館（千代田コミュニティセンター・旧志筑小学校）をご利用ください。

問 図書館本館（霞ヶ浦コミュニティセンター内） ☎ 029-897-0647

■休館日：�月曜日
　( 祝日の場合はその翌日 )
◎お話会：図書館
　( 本館臨時窓口 ) で開催
　5 月 9 日土
　午前 10 時 30 分から

霞ヶ浦コミュニティセンター館内図

正面玄関からは
入れません

▶入口
4 月 20 日月

から
休館 臨

時
窓
口

臨
時
窓
口
　
会
議
室
　1 ～ 4

臨時窓口開設期間　５月１日金～９月中旬予定
開設場所　霞ヶ浦コミュニティセンター（旧あじさい館）会議室 1 ～ 4
開館時間　午前 9 時～午後 5 時
休館日　　月曜日（祝日の場合はその翌日）
◉ 中央出張所への配送サービス　　　水・金
◉ 図書館外のブックポスト回収日　　水・金

利用案内や図書検索
など図書館の情報は
こちらから▶

柏崎地区在住
宮
み や も と

本 美
み き お

喜夫さん

　柏崎老人クラブは、会員 60 人
ほどで市内の老人クラブの中でも
トップクラスの会員数を誇るクラ
ブです。その会長を務める宮本さ
んにお話を伺いました。
　「健康でいるためには、外に出
ること・少しでも歩くことを習慣
にすることが大切だと思います。
毎月第 2 火曜日に開催している
健康体操には、毎回多くの方が参
加してくれます。日々健康でいる
ために欠かせない活動です。その
他にも花壇の整備、ねんりんピッ
クへの参加など体を動かす活動を

続けています。また、市外へ出か
ける交流会は、会員たちの楽しみ
の一つ。『どこへ行こうか』といっ
た会話から、交流会が終わるまで、
心が踊るひとときです。年を重ね
ても楽しみを見つけ、和気あいあ
いと活動しています。会長になっ
て 10 年目を迎えましたが、地域
の協力のおかげで多くの事業を続
けてこられたと感じています」
　柏崎老人クラブの活動は、宮本
さんの優しい笑顔と地域の団結力
よって支えられ、健康維持の要

かなめ

と
なっているようです。
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